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東
日
本
大
震
災
支
援 

市
民
公
開
講
演
会

　　

11
月
16
日
、
西
宮
市
勤
労
会
館
で
東
日
本
大

震
災
支
援
市
民
公
開
講
演
会
を
開
催
。
ぼ
く
ら

は
何
を
勉
強
し
た
ら
生
き
残
れ
る
の
か
？
」
を

テ
ー
マ
に
、
詩
人
の
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
氏

が
「
平
和
利
用
」
の
カ
ラ
ク
リ
と
「
平
和
憲
法
」

の
価
値
に
つ
い
て
講
演
し
、
会
員
・
市
民
ら

２
０
０
人
が
参
加
し
た
。
谷
端
美
香
先
生
（
芦

屋
市
・
高
橋
歯
科
医
院
）
が
司
会
を
務
め
、
大

森
公
一
先
生
（
西
宮
市
・
大
森
内
科
医
院
）
が

あ
い
さ
つ
、
坂
尾
福
光
先
生
（
西
宮
市
・
ビ
ュ
ー

ハ
イ
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
謝
辞
を
述
べ
た
。
坂

尾
先
生
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

11
月
16
日
、
西
宮
市
勤
労
会
館
に
て
、
西
宮
・

芦
屋
支
部
の
関
係
者
、
患
者
さ
ん
及
び
一
般
市

民
約
２
０
０
人
に
ご
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

　

演
者
は
、
米
国
ミ
シ
ガ
ン
州
出
身
で
大
学
卒

業
後
ま
も
な
く
日
本
に
来
て
20
年
以
上
に
な
る

言
語
学
者
、
詩
人
。
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
に
満
ち
た

流
暢
な
日
本
語
で
、
広
島
の
原
爆
を
中
心
に
絵

本
の
主
人
公
を
通
し
て
話
し
始
め
た
。
タ
イ
ト

ル
は
「
ぼ
く
ら
は
何
を
勉
強
し
た
ら
生
き
残
れ

る
の
か
？
」
。

　

「A
t
o
m
i
c
 
B
o
m
b

」
と
「N

u
c
l
e
a
r
 
W
e
a
p
o
n

」

（
原
子
爆
弾
、
核
兵
器
）
を
白
板
に
書
き
な
が
ら
、

広
島
と
長
崎
の
原
爆
投
下
に
対
し
米
国
政
治
家
、

一
般
市
民
の
言
い
分
「
戦
争
を
こ
れ
で
早
く
終

わ
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
以
上
（
米
国

兵
士
）
戦
死
者
を
増
や
さ
な
く
て
済
ん
だ
、
こ

れ
で
良
か
っ
た
ん
だ
」
と
。
ビ
ナ
ー
ド
氏
は
声

高
に
怒
っ
た
「
そ
う
じ
ゃ
な
い
！
」
と
。

　

ア
ー
サ
ー
青
年
は
、
日
本
に
来
て
最
初
に
広

島
の
原
爆
記
念
資
料
館
を
訪
れ
て
、
「
そ
う
じ
ゃ

な
い
！
」
と
確
信
し
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
以
来

20
年
過
ぎ
て
彼
の
確
信
は
信
念
と
な
っ
た
。
近

年
は
広
島
に
住
み
つ
つ
地
元
の
人
々
と
接
し
な

が
ら
、
生
活
舞
台
を
広
島
と
東
京
の
間
を
往
復

し
て
い
る
と
言
う
。

　

「
ピ
カ
・
ド
ン
」
と
「
ピ
カ
」
と
言
う
表
現
は
、

広
島
に
住
ん
で
み
て
初
め
て
知
っ
た
そ
う
で
す
。

「
ピ
カ
・
ド
ン
」
は
、
閃
光
と
と
も
に
爆
風
と
衝

撃
を
体
験
し
た
爆
心
地
か
ら
距
離
的
に
は
離
れ

た
地
元
の
人
の
表
現
、
「
ピ
カ
」
は
、
多
数
が

即
死
し
た
よ
う
に
、
爆
心
地
近
辺
で
音
よ
り
も

早
い
爆
風
と
衝
撃
す
ら
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
人
の
表
現
だ
そ
う
で
す
。

　

A
t
o
m
i
c
 
B
o
m
b

とN
u
c
l
e
a
r
 
W
e
a
p
o
n

と
い
う

言
葉
を
使
う
人
た
ち
は
、
そ
れ
を
正
当
化
し
よ

う
と
す
る
。
ピ
カ
・
ド
ン
と
ピ
カ
を
口
に
す
る

人
は
、
死
ぬ
ま
で
そ
の
恐
ろ
し
さ
を
忘
れ
な
い
。

両
者
の
言
葉
に
は
語
る
言
葉
の
目
線
が
大
き
く

異
な
る
と
、
彼
は
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

彼
の
講
演
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
カ
ラ
ク
リ
、
特
定

政
治
家
や
高
級
官
僚
の
た
め
の
特
定
秘
密
保
護

法
案
に
対
す
る
批
判
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
熱
が

こ
も
り
、
予
定
を
30
分
も
オ
ー
バ
ー
し
た
が
、

参
加
者
は
居
眠
り
も
せ
ず
聞
き
入
っ
た
。
そ
の

後
も
彼
の
書
籍
を
買
い
求
め
た
お
客
に
丁
寧
に

話
し
か
け
な
が
ら
、
１
時
間
半
も
か
け
て
サ
イ

ン(
A
u
t
o
g
r
a
p
h
)

に
応
じ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
24
年
に
わ
た
り
西
宮
・
芦
屋
支
部

長
を
務
め
て
下
さ
っ
た
大
森
公
一
先
生
の
慰
労

会
を
し
ま
し
た
が
、
ビ
ナ
ー
ド
氏
も
時
間
の
あ

る
限
り
同
席
し
て
、
支
部
会
の
雰
囲
気
に
気

軽
に
溶
け
込
ん
で
く
れ
ま
し
た
。T

h
a
n
k
 
y
o
u
 

A
r
t
h
u
r

．

　

バ
ス
を
待
つ　

十
人
十
色
の　

白
き
息

　

W
a
i
t
i
n
g
 
f
o
r
 
t
h
e
 
b
u
s
 
T
e
n
 
p
e
o
p
l
e
s
 

t
e
n
 
c
o
l
o
r
s
 
O
f
 
w
h
i
t
e
 
b
r
e
a
t
h

　

（A
r
t
h
u
r
 

B
i
n
a
r
d

）

 

【
西
宮
市
・
ビ
ュ
ー
ハ
イ
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク 

坂
尾 

福
光
】

ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
氏
が　
　

　
　
　
　
　
　

２
０
０
人
に
語
る

会場には医師、市民ら 200 人がつめかけ、アーサー氏の熱のこもった講演に聞きいった

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
11
月
22
日
に
西
宮
医

療
会
館
で
第
い
４
３
５
回
世
話
人
会
を
開

催
。
４
人
が
参
加
し
た
。

【
報
告
】

①
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会

（
10
・
30
）

②
第
４
回
フ
ァ
イ
ア
サ
イ
ド
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
（
11
・
２
）

③
秋
の
会
員
交
流
企
画
（
11
・
10
）

④
ア
ー
サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
氏
講
演
会
（
11
・

16
）

⑤
大
森
先
生
慰
労
会
（
11
・
16
）

【
予
定
・
企
画
】

①
会
員
忘
年
会
（
12
・
28
）

②
２
０
１
４
年
診
療
報
酬
改
定
研
究
会
（
３

・
25
）

③
放
射
線
ク
リ
ニ
ッ
ク
見
学
会

④
第
25
回
日
常
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

⑤
新
規
開
業
医
交
流
会

⑥
職
員
接
遇
研
修
会

⑦
第
21
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー

【
協
会
・
保
団
連
行
事
】

①
第
22
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
（
10
・

27
）

②
第
84
回
評
議
員
会
・
臨
時(

決
算)

総
会
・

第
36
回
共
済
制
度
委
員
会
（
11
・
17
）

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

24 年間の労をねぎらう
大森公一先生慰労会

　11 月 16 日、「はたごや」阪神西宮駅
店で大森公一先生の慰労会を開催し、支
部世話人ら 19 人が参加した。会場には
市民公開講演会講師のアーサー・ビナー
ド氏のほか、二胡演者の劉楊氏もかけつ
け、二胡の演奏や過去の写真を集めたス
ライド上映を行い、24年にわたって支部
長を務めた大森先生の労をねぎらった。

挨拶する大森先生
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　日　時 ：3月19日 (土 ) 15 時～ 17時

　会　場 ：西宮市立勤労会館 8階会議室

　テーマ ：「医事紛争を避けるために」
　講　師 ：米田泰邦法律事務所

　　　　　　　弁護士　鵜飼 万貴子　先生

　司　会 ：西宮市・半田医院　半田 伸夫　先生

「
死
生
観
」
さ
ら
に
勉
強
し
て
い
き
た
い

第
４
回
フ
ァ
イ
ア
サ
イ
ド
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

伊賀先生（右）と岡本牧師（左）が死生観を語った

　

11
月
９
日
、
西
宮
神
社
会
館
で
「
痛
み
と
漢

方
～
六
つ
の
兵
法
～
」
を
テ
ー
マ
に
第
30
回
漢

方
研
究
会
を
開
催
。
井
上
隆
弥
先
生
（
灘
区
・

井
上
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
講
師
、
川
﨑
史
寛
先
生
（
西

宮
市
・
川
﨑
医
院
）
、
長
光
由
紀
先
生
（
伊
丹
市
・

ウ
イ
ン
グ
調
剤
薬
局
）
が
司
会
を
務
め
、
医
師
・

薬
剤
師
ら
65
人
が
参
加
し
た
。
参
加
者
か
ら
い

た
だ
い
た
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

11
月
９
日
、
西
宮
神
社
会
館
に
て
、
井
上
ク

リ
ニ
ッ
ク(

灘
区)

院
長
の
井
上
隆
弥
先
生
に

よ
る
「
痛
み
と
漢
方
～
六
つ
の
兵
法
～
」
の
講

演
を
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長
年
の

経
験
に
も
と
づ
く
精
力
的
な
お
話
で
、
２
時
間

が
あ
っ
と
い
う
間
に
経
過
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
般
的
な
痛
み
に
対
す
る
考
え
方
、
あ
る
い
は

対
応
に
つ
い
て
と
し
な
が
ら
、
全
て
の
病
態
に
応

じ
得
る
奥
義
的
な
講
義
を
、
豊
富
な
経
験
よ
り
症

例
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ウ
ィ
ッ
ト
に
富

ん
だ
ス
ラ
イ
ド
を
、
夜
の
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ

う
な
熱
い
語
り
口
で
の
講
義
で
し
た
。

　

特
に
、
臨
床
使
用
時
に
①
温
め
る
、
②
冷
ま
す
、

③
末
梢
循
環
を
改
善
さ
せ
る
、
④
ス
ト
レ
ス
を
和

ら
げ
る
、
⑤
む
く
み
を
と
る
、
⑥
体
力
を
つ
け
る
、

と
い
う
六
つ
の
作
用(

武
器)

に
分
類
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
に
有
効
な
生
薬
や
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
る
漢
方
処
方
名
に
つ
い
て
の
お
話
は
、
と
て
も

分
か
り
や
す
く
、
明
日
か
ら
す
ぐ
に
で
も
処
方
し

て
み
よ
う
と
勇
気
づ
け
ら
れ
、
元
気
を
い
た
だ
い

て
帰
路
に
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
勉
強
の
機
会
を
作
っ
て

い
た
だ
い
た
保
険
医
協
会
と
㈱
ツ
ム
ラ
の
み
な

さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

 

　
　
　
　
　

 

【
灘
区
・
金
沢
病
院　

高
田
耕
二
】

「
痛
み
」
を
六
つ
の
作
用(

武
器)

に

　
　

分
類
す
る
奥
義
的
な
お
話

第
30
回
漢
方
研
究
会

　

11
月
２
日
、
西
宮
市
立
勤
労
会
館
で
「
死
生

観
を
論
じ
る
」
を
テ
ー
マ
に
第
４
回
フ
ァ
イ
ア

サ
イ
ド
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
。
伊
賀

幹
二
先
生
（
西
宮
市
・
伊
賀
内
科
・
循
環
器
科
）

と
岡
本
知
之
牧
師
（
西
宮
市
・
西
宮
教
会
）
が

講
師
を
務
め
、
医
師
11
人
が
参
加
し
た
。
参
加

者
か
ら
い
た
だ
い
た
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

前
半
は
伊
賀
内
科
循
環
器
科
の
伊
賀
幹
二
院

長
か
ら
、
最
近
の
患
者
さ
ん
や
家
族
の
方
々
の

「
病
気
の
治
療
」
や
自
分
や
自
分
の
家
族
が
余
命

幾
許
も
な
い
と
宣
言
さ
れ
た
と
き
に
「
残
さ
れ
た

人
生
を
ど
う
生
き
る
か
」
の
選
択
が
多
様
で
判
断

が
難
し
く
、
世
間
の
医
療
に
対
す
る
考
え
方
も
急

激
に
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
、
事
例
も
含
め

て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
後
半
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
牧
師
で
臨
床
心
理
に
も
詳
し
い
日
本
基
督
教
団

西
宮
協
会
の
岡
本
先
生
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
神
学

か
ら
み
た
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
」
と
「
患

者
さ
ん
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
Ｎ
Ｂ
Ｍ
（
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
・

ベ
ー
ス
ド
・
メ
デ
ィ
ス
ン
）
」
に
つ
い
て
講
義
を

う
け
ま
し
た
。

　

医
学
が
高
度
に
進
歩
し
た
が
た
め
に
、
実
地
臨

床
で
は
種
々
の
問
題
が
出
現
し
て
き
ま
し
た
。
た

と
え
ば
、
終
末
期
の
患
者
さ
ん
に
治
療
を
ど
こ
ま

で
続
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
、
認
知
症
が
進
行
し

た
時
の
医
療
側
の
対
応
、
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
た

時
に
「
胃
瘻
」
を
増
設
す
べ
き
か
ど
う
か
と
い
う

こ
と
、
明
ら
か
に
限
界
で
あ
ろ
う
と
い
う
人
に
挿

管
、
人
工
呼
吸
、
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
を
し
て
集
中

治
療
室
に
治
療
す
る
こ
と
の
意
味
も
含
め
て
、
複

数
の
事
例
を
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
僕
が
意
を
同
じ

く
し
た
の
は
、
最
近
「
患
者
―
医
師
関
係
」
の
構

築
維
持
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
で
す
。
在
宅
医
療

に
携
わ
る
自
分
と
し
て
は
、
医
師
は
自
分
な
り
の

死
生
観
を
持
ち
な
が
ら
も
チ
ー
ム
（
本
人
、
家
族
、

ケ
ア
マ
ネ
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
看
護
師
、
医
師
）

皆
で
協
議
し
て
治
療
方
針
を
考
え
て
い
く
し
か

な
い
か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

後
半
の
岡
本
牧
師
の
話
で
は
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
提
唱

し
て
い
る
人
が
感
じ
る
四
つ
の
痛
み
の
内
の
一

つ
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ペ
イ
ン
」
の
意
味
の
説

明
を
講
演
の
導
入
と
し
て
、
人
と
神
の
関
係
性

の
中
で
定
義
さ
れ
る
「
霊
性
」
の
意
味
を
詳
し

く
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

「
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
（
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
ル
ア
ー
ハ
）

と
は
聖
な
る
「
神
の
息
」
と
い
う
意
味
で
、
そ

れ
を
人
間
の
「
ソ
ウ
ル
」
渇
き
飢
え
た
る
魂
（
ヘ

ブ
ラ
イ
語
で
は
ネ
フ
シ
ュ
ー
）
が
「
神
の
息
」

に
よ
り
満
た
さ
れ
癒
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
本
来
多
神
教
的
な
日
本
社

会
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ

ム
教
の
よ
う
な
一
神
教
の
世
界
観
を
持
つ
人
た

ち
に
比
べ
、
こ
の
「
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
と
い
う
意

味
が
「
霊
性
」
と
い
わ
れ
た
時
に
シ
ッ
ク
リ
納

得
で
き
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
こ
の

言
葉
は
現
在
の
日
本
で
は
「
終
末
期
医
療
」
だ

け
に
限
定
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
が
、
本

来
は
壮
健
期
を
含
め
た
全
人
的
、
全
生
涯
的
ケ

ア
の
意
味
で
あ
り
ま
す

　

さ
ら
に
印
象
に
残
っ
た
言
葉
に
「
人
格
」
の

定
義
と
Ｎ
Ｂ
Ｍ 

が
あ
り
ま
す
。
Ｎ
Ｂ
Ｍ
は
緩
和

医
療
の
世
界
で
は
か
な
り
重
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
ず
患
者
さ
ん
の
気
持
ち
を
「
傾
聴
」
し
、

そ
の
人
の
人
生
を
「
受
け
入
れ
」
、
そ
し
て
医

師
と
し
て
医
学
的
に
鑑
別
診
断
治
療
法
を
患
者

さ
ん
や
家
族
と
相
談
し
選
択
す
る
と
い
う
ア
プ

ロ
ー
チ
で
す
。
そ
の
「
物
語
る
ア
プ
ロ
ー
チ
」

の
中
で
「
キ
ュ
ア
か
ら
ケ
ア
の
変
換
期
」
が
訪

れ
た
と
き
に
、
そ
の
人
の
人
生
に
実
存
的
な
意

味
を
与
え
る
意
味
で
の
「
大
き
な
物
語
」
へ
の

取
り
組
み
と
、
そ
の
人
の
「
死
」
を
「
物
語
の

完
成
」
と
し
て
「
看
取
る
」
こ
と
は
当
に
「
宗

教
的
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
「
人
格
」
と
は
「
他
者
と
の
応
答
性

の
中
で
存
在
す
る
」
、
つ
ま
り
他
者
と
自
己
と
の

中
間
点
に
存
在
す
る
の
が
「
人
格
」
で
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
が
、
非
常
に
哲
学
的
で
、
こ
れ

も
含
め
て
「
死
生
観
」
を
さ
ら
に
勉
強
す
る
必

要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　
　
　
　

【
長
田
区
・
番
町
診
療
所 

松
岡
泰
夫
】

講師を務めた井上先生

  会員忘年会　　　

 日時：12月 28日 ( 土 ) 18 時

 会場：『木曽路』西宮店
　　　　 ※阪神西宮駅から北へ徒歩 5分

            JR 西宮駅から西へ徒歩 10 分

 定員 ： 30 人 先着順・事前申込制

 会費 ： 6,000 円 （当日徴収）

　  　　　
※フリードリンク付き

  ◆お申込みは協会事務局 078-393-1803 まで


